
メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。 初山別稲荷神社祭（７月１２日初山別稲荷神社祭（７月１２日））



隠

７月のこ んなこ とあんなこ と

①初山別地区道路清掃（７月１日）

　毎年恒例の道路一斉清掃が初山別地区市街地にて行われまし

た。作業中の大雨に当たり、大変な目に遭った方もいたかと思いま

すが、皆さんのご協力により道路をきれいにすることができました。

ありがとうございました。

②豊岬海水浴場清掃（７月１日）

　雨が降り出しそうな天気にもかかわらず、今年も多くの方 に々集

まっていただき、海開き前の清掃を行いました。おかげで砂浜は

流木などのごみが取り除かれ、きれいになりました。ご協力くださ

いました村の皆さん・自衛隊留萌駐屯地の皆さん、本当にお疲れ

様でした。

地域貢献に感謝 ！今月の

発
時
の
雨
空
が
中

盤
か
ら
お
祭
り
日

和
と
な
っ
た
初
山
別
稲

荷
神
社
祭
本
祭
。
天
狗

や
太
鼓
、
威
勢
の
良
い

掛
け
声
と
と
も
に
大
人

神
輿
と
子
ど
も
神
輿
が

続
い
て
行
列
を
成
し
、

初
山
別
地
区
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
中
に
は
恒

例
の「
祭
」の
熱
唱
の
他
、

学
校
の
先
生
が
歌
を
披

露
す
る
場
面
な
ど
も
見

ら
れ
、
児
童
達
か
ら
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
日
は
雨
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
、
初

１３
山
別
小
学
校
児
童
ら
に
よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

か
ら
ス
タ
ー
ト
。児
童
達
は
市
街
地
を
軽
快
に

行
進
し
、
沿
道
で
見
守
る

人
々
を
活
気
づ
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
獅
子
や
太
鼓

が
地
区
内
の
民
家
や
施
設

を
一
軒
一
軒
清
め
て
回
り

ま
し
た
。（

７
月
　
・
　
日
）

１２

１３

出

③村内野球部による

　スポーツ公園整備（７月１４日）

　日頃お世話になっているスポーツ

公園（野球場）に感謝の意を込めて、

外野フェンスのペンキ塗りが行われま

した。

　３０人以上が

集まってくだ

さったおかげ

で、塗装がは

がれていた箇所は２時間程度できれ

いにすることができました。ダンディ・

クラブ・学園・役場野球部の皆さん、

ご協力ありがとうございました。

２
回
目
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
（
通
称
コ
ミ

パ
）
が
初
山
別
学
園
に

て
開
催
さ
れ
、
村
内
の

独
身
男
女
約
　
人
が
集

４０

ま
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
な
が
ら
、
普
段
接

点
の
無
い
方
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
ー
ム
対
抗
ゲ
ー
ム
の
絵
し
り
と
り
で

は
「
画
伯
」
が
多
数
誕
生
す
る
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
７
月
　
日
）

１５

第 Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
コ
ミ
パ

初
山
別
稲
荷
神
社
祭
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●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別地区道路清掃
豊岬海水浴場清掃

１松

初山別・風連別学園　合同学園祭２掌

初山別稲荷神社祭（宵宮祭）
夕涼みビアガーデン

１１昇

初山別稲荷神社祭（本祭）１２昌

初山別稲荷神社祭（後祭）１３昭

村民総監視１４晶

第２回 SHOSANBETSU コミパ１５松

農業委員会総会２０昭

寿スポーツ大会２７昭

 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
で
し
た
。

（
７
月
３
日
）

今

初参加 りつきく初参加　りつき くんん

の
度
、
豊
岬
地
区
の
方
を

対
象
に
「
な
ん
も
な
ん
も

食
堂
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　「
な
ん
も
な
ん
も
食
堂
」と
は
、

豊
岬
地
区
の
さ
さ
え
愛
パ
ー
ト

ナ
ー
の
皆
さ
ん
で
結
成
し
た

「
な
ん
も
な
ん
も
倶
楽
部
」
に
よ

る
毎
月
１
回
の
食
堂
で
す
。

　
地
域
の「
さ
さ
え
愛
」を
目
的
と
し
た
こ
の
活
動
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。（
７
月
　
日
）

１５

こ な
ん
も
な
ん
も
食
堂

園
祭
が
今
年
で
　
周
年

４０

を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
園
内
に
は
牛
乳
や

試
食
用
牛
肉
の
無
料
配
布
、

園
生
手
作
り
の
木
工
品
や
雑

貨
の
お
店
が
建
ち
並
ん
だ
他
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
が
出
現
す

る
な
ど
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
和
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
が
披
露
さ
れ
る
場
面

も
。こ
の
日
、
会
場
に
は
し
ょ
さ
ま
る
も
来
て
お
り
、

出
演
者
と
一
緒
に
よ
さ
こ
い
を
踊
る
な
ど
し
て
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。（
７
月
２
日
）

学

年
も
商
工
会
青
年
部
に
よ
る

「
夕
涼
み
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
生
憎
の
大
雨
の

た
め
か
空
席
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、

雨
が
小
降
り
に
な
る
に
つ
れ
、
テ
ン

ト
内
は
お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　
ビ
ー
ル
や
お
つ
ま
み
を
片
手
に
、
一
夜
限
り
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
７
月
　
日
）

１１

今 夕
涼
み
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

選
後
初
め
て
と
な
る
農
業
委

員
会
総
会
が
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
前
に
先
立
ち
、
農
業
委
員

に
任
命
さ
れ
た
　
名
に
村
長
か
ら

１１

の
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
農
業
委
員
に
な
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
農
業
委
員
》

立
田
幸
男
氏
、
渡
辺
一
光
氏
、
木
村
　
茂
氏
、

佐
藤
　
實
氏
、
小
林
清
秀
氏
、
立
野
保
治
氏
、

山
本
　
誠
氏
、
江
端
健
一
氏
、
金
田
　
進
氏
、

長
坂
栄
一
氏
、
原
　
洋
己
氏
　
　
　
　
 （
７
月
　
日
）

２０

改

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
７
月
号
」

初
山
別
学
園
・
風
連
別
学
園
合
同
学
園
祭

農
業
委
員
会
総
会
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《事務所》
多世代交流施拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

　１年の中で最も暑い８月は季節ネタを。日本語では、活力のみな

ぎる１０代後半～３０代前半を「青春」と言ったり、子育てや仕事真っ

盛りの３０代後半～５０代頃までを「朱夏」と書き表したりします。実

は英語でも、“ｔｈｅ ｓｕｍｍｅｒ ｏｆ ｌｉｆｅ”（人生の盛り）という表現が

あるそうで。人生を四季になぞらえて語るのは、少なくとも日本人

だけではないみたいです。

　ではどうして人生を四季に例えたりするのでしょうか？私が思う

理由は３つです。１つ目に、人生も四季も二度とやり直しができな

いこと。２つ目に、１つの四季の中で生命が生まれ栄え衰えて死ん

でいくという循環が人ひとりの人生に重なること。３つ目に、もっ

と長い周期で見れば、四季が繰り返し巡るように、ヒトも子孫を残

して死ぬことを繰り返していくということです。

　皆さん、夏はお好きですか？私は好きでも嫌いでもありません。

【堀】

夏はお好きですか？

　今回は前回の正しい情報の判別を具体例で書こうと思う。が、個人的見解が多く含まれる

ので反対意見が多数あると思う。

　定期的に「国と地方の借金はいくら有り国民１人当たりいくら」という発表がされる。ち

なみに２０１６年１２月末の数字でいえば、国と地方の借金は１０６６兆４２３４億円を人口（１億２６８６万

人）で割ると国民１人当たり約８４０万円の借金となる（日本経済新聞より）。

　はたしてこの数値、意味があるのだろうか？国民として借りた記憶も無ければ返済の義務

など到底無い。実際、夕張市民がコツコツ返済しているという話など無い。返済しているの

は夕張市の地方公務員と公共サービス（上下水道や市立病院・市営交通機関・成人の日等の

イベント）の低下や料金の上昇による夕張市民の費用負担による一部返済である。

　つまり国と地方の借金は、国家・地方公務員、国会・地方議員、首長で割るべき数字では

ないだろうか。

　単純にニュースを見て新聞を読み「そうなんだぁ」と思って読んでいては、事実を見誤る

ことがあると私は思う。【古田】

正しい情報の判別

　皆さんこんにちは。佐藤です。好きなニンジンの切り方は短冊切りです。

価値観は人それぞれ、そうわかっていても「カフェは食事する場所、飲み物はオマケ」とい

う扱いを受けると悲しくなってしまうのはコーヒー職人の性でしょうか。確かにこのあたり

でコーヒーをメインにした喫茶店はあまり見ませんからしょうがないでしょうかね。

　……さて、この記事が読まれている頃、ちょうど旧豊岬中学校にてイベントが開かれてい

る事でしょう。私もそちらでコーヒーを淹れております（予定）。拘りのブレンドをイベント

限定価格（？）で提供させて頂いてます。コーヒーは定食のオマケではなくカフェの主役に

なれると…そのくらいおいしいと頷いてもらえるよう、プライドをかけて（大袈裟）挑んで

おりますので何卒よろしくお願い致します。【コーヒーマイスター　佐藤】

コーヒー職人のつぶやき



右

筋
肉
の
量
が
減
少
し
て
全
身
の

筋
力
が
低
下
す
る

　
最
近
、
動
く
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ

た
り
、
食
事
の
時
に
食
べ
物
を
飲
み

込
む
力
が
落
ち
て
い
る
な
と
感
じ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
も
し
か
し
た
ら
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

（
筋
肉
喪
失
）」
の
症
状
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
、
加
齢

や
病
気
に
よ
り
筋
肉
の
量
が
減
少
し
、

握
力
、
脚
や
体
幹
の
筋
肉
な
ど
全
身

的
に
筋
力
低
下
が
起
こ
る
こ
と
を
指

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
歩
く
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
な
っ
た
り
、
歩
く
の
に
杖

や
手
す
り

が
必
要
に

な
っ
た
り

す
る
等
、

身
体
機
能

も
低
下
す

る
現
象
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

主
因
の
加
齢
以
外
に
も
、
運
動
不

足
や
病
気
、
服
薬
が
原
因

「
筋
肉
の
量
が
減
少
す
る
」
と
聞
く

と
「
そ
れ
は
運
動
不
足
だ
か
ら
…
」

と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
の
主
な
原
因
は
加
齢
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
齢
以
外
に
も
、
筋
肉
量

の
減
少
を
も
た
ら
す
原
因
と
し
て
、

①
運
動
不
足
②
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

③
病
気
④
服
薬
の
影
響
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
を
み
る
と
、

高
齢
者
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
無
い

事
が
お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ヒ
ト
の
筋
肉
量
は
　
才
代
が
ピ
ー

２０

ク
で
、
普
段
は
あ
ま
り
運
動
習
慣
を

持
た
な
い
ヒ
ト
の
場
合
、　

才
頃
か

３０

ら
毎
年
０
坩５
～
１
％
程
度
の
減
少

が
見
ら
れ
、　

才
代
に
な
る
と
、　

８０

２０

才
代
の
　
％
前
後
に
ま
で
低
下
し
て

６０

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
と
診
断
さ
れ
る
方
は
、
高
齢
者
が

多
い
の
は
当
然
で
す
が
、
脳
血
管
疾

患
や
 骨
粗
鬆
症
 等
の
病
気
と
同
様
に
、

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

若
い
人
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
特
に
若
い

人
や
中
年
で
筋
肉
量
が
著
し
く
減
少

し
て
い
る
理
由
は
、
過
度
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
座
り
が
ち
な
生
活
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
人
に

も
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

食
事
、
体
重
管
理
、
運
動
、
注
意

す
れ
ば
予
防
で
き
る

　
近
年
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
十
分
に

予
防
で
き
る
病
気
で
あ
る
事
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

①
食
事

　
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
や
肉
を
食

べ
る
こ
と
で
、
筋
肉
を
作
る
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
と
摂

取
し
ま
す
。
ま
た
、
朝
食
・
昼
食
・

夕
食
す
べ
て
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
を
し
っ
か
り
と
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
体
重
管
理

　
毎
日
の
体
重
を
し
っ
か
り
と
管

理
し
、
肥
満
の
た
め
活
動
量
が
低

下
し
て
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
な
る
こ

と
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

筋
肉
量
の
減
少
に
よ
る
体
重
低
下

に
も
注
意
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

③
運
動

　
有
酸
素
運
動
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な

ど
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
無
理

の
無
い
範
囲
で
長
く
続
け
ま
し
ょ

う
。
運
動
は
筋
肉
を
維
持
・
成
長

さ
せ
る
特
効
薬
で
あ
る
事
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
筋
肉
の
量
が
低

下
す
る
症
状
で
す
が
、
筋
肉
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
器
官
で
す
の
で
、
筋

肉
の
量
が
減
れ
ば
使
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
量
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
肥
満

の
原
因
に
も
な
る
訳
で
す
。
こ
う
し

た
肥
満
は
、
筋
肉
の
量
が
減
少
し
て

脂
肪
が
増
加
し
た
状
態
で
す
か
ら
、

通
常
の
肥
満
よ
り
も
高
血
圧
や
低
体

力
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
筋
肉
の
量
が
低
下
し
て
い
る

の
で
一
見
ス
リ
ム
な
体
型
に
見
え
る

肥
満
の
た
め
、
通
常
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
よ
り
も
良
く
な
い

状
態
と
言
え
ま
す
。
特
に
女
性
の
場

合
は
も
と
も
と
筋
肉
が
少
な
い
の
で
、

こ
の
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
よ
る
肥
満
に

な
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

若
く
て
ス
リ
ム
で
も
活
動
量
の
低
下

に
は
注
意
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て
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６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１５

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

１３

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
２
名
の
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同　意
固定資産評価審査委員会委員の選任につき

同意を求めることについて
同意第１号

同　意
農業委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて
同意第２号

適　任
人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて
諮問第１号

報告済繰越明許費繰越計算書について報告第１号

可　決損害賠償(遊具施設事故)の額の決定について議案第２０号

可　決損害賠償(駐車場事故)の額の決定について議案第２１号

可　決
初山別村行政手続等における情報通信の技

術の利用に関する条例の制定について
議案第２２号

可　決

初山別村家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例の制定について

議案第２３号

可　決一般会計補正予算(第２号)議案第２４号

可　決国民健康保険特別会計補正予算(第１号)議案第２５号

可　決介護保険特別会計補正予算(第１号)議案第２６号

可　決農業集落排水事業特別会計補正予算(第１号)議案第２７号

可　決
初山別村農業振興事業基金条例の制定につ

いて
議案第２８号



　
　
委
員
の
同
意

○
固
定
資
産

　
　
審
査
評
価
委
員
会
委
員

　
字
有
明

　
　
岩
　
井
　
正
　
子
　
氏

（
再
任
）

○
人
権
擁
護
委
員

　
字
初
山
別

　
　
永
　
井
　
範
　
子
　
氏

（
再
任
）

○
農
業
委
員
会
委
員

字
明
里
　
立
田
　
幸
男
　
氏

字
共
成
　
渡
辺
　
一
光
　
氏

字
千
代
田

　
木
村
　
　
茂
　
氏

字
初
山
別

　
佐
藤
　
　
實
　
氏

字
明
里
　
小
林
　
清
秀
　
氏

字
有
明
　
立
野
　
保
治
　
氏

字
栄
　
　
山
本
　
　
誠
　
氏

字
有
明
　
江
端
　
健
一
　
氏

字
明
里
　
金
田
　
　
進
　
氏

字
明
里
　
長
坂
　
栄
一
　
氏

字
初
山
別

　
原
　
　
洋
己
　
氏

※
写
真
は
３
Ｐ
に
掲
載

　
　
条
例

○
初
山
別
村
行
政
手
続
等
に

お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
条
例

→
行
政
手
続
に
お
け
る
申
請
、

届
出
等
に
つ
い
て
、
書
面
に

よ
る
手
続
に
加
え
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
手
続
も
可
能
と

す
る
も
の
。

○
初
山
別
村
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
改
正
。（
現
在
、
村
に
該

当
す
る
事
業
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

垢
 民
間
保
育
所
の
保
育
士

の
扱
い
を
ど
う
指
導
し
て
い

く
か
。

茅
 民
間
保
育
所
は
留
萌
振

興
局
が
所
管
で
あ
る
。

垢
 民
間
保
育
所
の
保
護
者

に
対
し
村
か
ら
補
助
金
が

入
っ
て
お
り
、
適
正
な
指
導

は
必
要
と
考
え
る
が
。

茅
 留
萌
振
興
局
の
調
査
結

果
を
聞
き
な
が
ら
適
正
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
見
守
り
た
い
。

○
初
山
別
村
農
業
振
興
事
業

基
金
条
例

→
農
業
振
興
に
資
す
る
事
業

に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た

め
に
基
金
を
設
け
る
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
４
２
４
４
万
９
千
円
を
追

加
し
、　

億
１
７
８
１
万
２

２１

千
円
に
。

【
留
萌
中
北
部
地
域
連
携
モ

デ
ル
事
業
】

垢
 ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

茅
 北
海
道
の
地
域
づ
く
り

交
付
金
を
受
け
、
管
内
の
苫

前
町
か
ら
天
塩
町
ま
で
の
５

町
村
が
連
携
し
て
行
う
事
業
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
Ｐ
Ｒ

活
動
を
主
眼
に
、
東
京
の
ふ

る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー
で
の

セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
く

と
い
っ
た
事
業
。

【
西
蝦
夷
再
興
協
議
会
負
担

金
】

垢
 事
業
内
容
は
。

茅
 留
萌
振
興
局
が
事
務
局

に
な
り
、
管
内
８
市
町
村
が

構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
。

国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
受

け
て
、
北
海
道
が
行
う
事
業
。

「
観
光
の
目
的
地
と
な
る
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的

に
観
光
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
」
よ
う
な
組
織
の
構
築
や

外
国
語
に
対
応
す
る
た
め
の

ウ
ェ
ブ
連
携
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
な
ど
外
国
人
が
旅
行

し
や
す
い
環
境
を
作
る
事
業

活
動
を
行
う
も
の
。

【
健
康
管
理
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
作
業
業
務
委
託
料
】

垢
 業
務
内
容
は
。

茅
 検
診
シ
ス
テ
ム
が
　
年
１０

経
過
し
、
サ
ポ
ー
ト
が
終
了

し
た
た
め
、
デ
ー
タ
移
行
を

含
め
て
一
括
新
し
い
シ
ス
テ

ム
に
置
き
換
え
る
も
の
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
科
目
変
更
ほ
か
増
減
な
し
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
　
万
９
千
円
を
追
加
し
、

１０
１
億
５
０
１
０
万
９
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
　
万
４
千
円
を
追
加
し
、

９９
１
億
９
０
９
万
４
千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

○
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労

働
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　　
提
出
者
 新
田
 武
夫
議
員

　
賛
成
者
 水
門
 博
雄
議
員

　
賛
成
者
 鎌
田
 健
治
議
員

　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
、
総
務
大
臣
へ
提
出

し
ま
し
た
。

烏

議会だ よ り

委
員
の
同
意
等

条

例

補

正

予

算

意

見

書

案
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災
害
は
「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
の
視
点
で

初
山
別
村
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て

議
員
 村
は
　
年
ぶ
り
に
防

１０

災
計
画
の
見
直
し
を
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
村
民
の
安
全
・
安

心
の
向
上
を
図
る
方
策
に
つ

い
て
伺
う
。

１
 計
画
推
進
に
当
た
っ
て

の
基
本
事
項
に
つ
い
て

①
防
災
の
基
本
理
念
を
「
減

災
」
と
し
た
考
え
方
は
。

②
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
具
体
策
は
。

③
災
害
教
訓
の
伝
承
や
防
災

教
育
の
推
進
方
法
は
。

④
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
た
め
の
男
女
平
等
参
画
や

多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
た

防
災
体
制
確
立
の
進
め
方
は
。

２
 津
波
避
難
行
動
計
画
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
は
。

３
 住
民
の
責
務
と
し
て
最

低
３
日
間
の
非
常
持
出
用
品

の
準
備
を
求
め
て
い
る
が
、

村
の
備
蓄
品
と
想
定
人
数
・

日
数
・
備
蓄
場
所
は
。

４
 防
災
訓
練
の
予
定
は
。

５
 要
配
慮
者
へ
の
支
援

①
福
祉
避
難
所
の
指
定
は
。

②
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
・
個
別
計
画
の
作
成
は
。

６
 自
主
防
災
組
織
は
。

７
 防
災
の
し
お
り
を
新
規

作
成
し
各
戸
に
配
布
し
て
は
。

８
 小
中
学
校
に
お
け
る
防

災
教
育
・
防
災
訓
練
は
。

村
長
 １
倆
①
 災
害
の
発
生

を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
が
不
可

能
と
の
考
え
か
ら
、
被
害
を

最
小
化
し
被
害
か
ら
の
迅
速

な
回
復
を
目
指
す
も
の
。

１
倆
②
「
自
助
」
→
住
民
の

責
務
と
し
て
、
平
時
に
は
避

難
場
所
、
避
難
方
法
、
家
族

と
の
連
絡
方
法
の
確
認
、
食

料
・
日
用
品
等
の
備
蓄
、
要

配
慮
者
へ
の
支
援
な
ど
。
災

害
時
に
は
避
難
場
所
で
の
自

主
的
な
活
動
や
避
難
行
動
、

要
支
援
者
へ
の
支
援
な
ど
。

「
共
助
」
→
住
民
・
事
業
者

へ
対
し
防
災
訓
練
、
物
資
等

の
備
蓄
、
避
難
行
動
要
支
援

者
へ
の
支
援
な
ど
地
区
内
で

の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
推

進
。「
公
助
」
→
行
政
に
よ
る

災
害
対
策
の
強
化
。

１
倆
③
 教
育
機
関
・
民
間
団

体
等
と
の
連
携
、
警
報
・
避

難
勧
告
等
に
関
す
る
啓
発
活

動
、
大
規
模
災
害
の
教
訓
や

応
急
措
置
等
の
知
識
の
普

及
・
啓
発
な
ど
。

１
倆
④
 自
主
防
災
組
織
の
整

備
・
育
成
の
推
進
過
程
に
お

い
て
女
性
の
参
画
に
努
め
る

ほ
か
、
今
後
の
防
災
計
画
の

改
正
に
お
い
て
多
様
な
立
場

の
方
々
の
参
画
を
促
し
、
意

見
を
聴
取
し
反
映
に
努
め
る
。

２
 現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

北
海
道
の
津
波
災
害
警
戒
区

域
等
の
指
定
作
業
終
了
後
、

着
手
す
る
。

３
 非
常
食
４
９
１
０
食
、

飲
料
水
２
Ｌ
入
ボ
ト
ル
６
６

０
本
を
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
保
管
。最
大
７
０
０
人
程

度
の
被
災
者
に
対
し
食
料
は

１
日
２
食
で
概
ね
３
日
間
、

飲
料
水
は
１
日
分
を
備
蓄
。

４
 今
年
度
は
村
民
の
避
難

行
動
を
含
む
総
合
的
な
防
災

訓
練
は
考
え
て
い
な
い
が
、

災
害
発
生
・
避
難
指
示
発
令

情
報
を
全
村
に
伝
達
し
避
難

行
動
を
と
る
直
前
ま
で
の
各

自
の
動
き
を
確
認
す
る
訓
練

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

５
倆
①
 現
在
指
定
に
至
っ
て

い
な
い
が
、
指
定
に
向
け
検

討
す
る
。

５
倆
②
 名
簿
は
作
成
済
み
で

　
名
登
録
。
個
別
計
画
は
未

８２策
定
。
今
後
、
策
定
を
検
討

す
る
。

６
 村
内
に
組
織
な
し
。
積

極
的
に
推
進
し
た
い
。

７
 道
の
警
戒
区
域
の
指
定

を
待
っ
て
、
着
手
・
完
成
さ

せ
、
全
戸
配
布
し
た
い
。

 教
育
長
 毎
年
定
期
的
に
防

犯
、火
災
、地
震
、津
浪
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
。

一
問
一
答

議
員
 防
災
計
画
改
定
を
機

に
、
地
震
・
津
波
を
想
定
し

た
全
村
的
な
防
災
訓
練
を
行

う
考
え
は
。

村
長
 全
村
的
に
行
う
こ
と

も
必
要
だ
が
、
今
年
は
地
区

を
絞
る
た
め
に
手
順
を
踏
み

な
が
ら
行
い
た
い
。

議
員
 ５
年
前
に
山
へ
の
避

難
路
に
つ
い
て
一
般
質
問
し

た
が
検
討
は
。
ま
た
、
村
市

街
地
の
避
難
場
所
と
し
て
、

来
年
度
改
修
の
消
防
庁
舎
を

含
め
た
安
全
は
。

村
長
 新
た
な
津
波
予
測
で

は
、
確
定
的
で
は
な
い
が
そ

こ
ま
で
高
い
所
へ
逃
げ
る
必

要
は
な
い
状
況
。
市
街
地
の

低
い
所
は
新
た
に
作
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所

の
確
保
を
し
っ
か
り
し
た
い
。

消
防
庁
舎
の
屋
上
も
有
効
活

用
し
た
い
。

議
員
 防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、

住
民
が
慣
れ
る
た
め
に
も
、

時
々
、人
の
声
を
流
し
て
は
。

村
長
 人
の
声
に
よ
る
確
認

作
業
は
大
事
。
広
く
住
民
の

皆
さ
ん
に
情
報
発
信
で
き
る

態
勢
づ
く
り
を
進
め
る
。

議
員
 福
祉
避
難
所
は
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
適

切
と
思
う
が
。

村
長
 指
定
要
件
が
あ
り
、

可
能
性
の
あ
る
施
設
の
指
定

を
検
討
し
た
い
。

議
員
 自
主
防
災
組
織
は
無

く
、有
明
・
豊
岬
に
役
場
職
員

は
住
ん
で
い
な
い
。
災
害
が

起
き
た
と
き
心
配
で
あ
る
。

村
長
 集
落
が
孤
立
し
た
と

き
の
対
応
と
し
て
自
主
防
災

組
織
や
想
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
っ
て
対
応
し
た
い
。

議
員
 村
長
か
ら
、
防
災
に

関
し
て
、
地
域
住
民
皆
で
頑

張
ろ
う
と
い
う
言
葉
が
あ
れ

ば
皆
さ
ん
動
い
て
く
れ
る
と

思
う
が
。

村
長
 防
災
は
し
っ
か
り
対

策
を
と
っ
て
い
く
。住
民
の
皆

さ
ん
自
身
が
災
害
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
人
口
減
少
時

代
の
中
で
安
心
で
き
る
シ
ス

テ
ム
作
り
に
努
力
し
た
い
。

一

般

質

問
髙場　志津子　議員



迂

議会だ よ り
 

■
行
政
改
革
と
組
織
運
営
に

つ
い
て

議
員
 本
村
で
は
、
平
成
　１５

年
６
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
１９

３
月
　
日
ま
で
助
役
が
欠
員
、

３１

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
同

１９

年
５
月
　
日
ま
で
は
副
村
長

３１

を
置
か
な
い
条
例
に
よ
り
廃

止
状
態
で
あ
っ
た
。

　
平
成
　
年
５
月
、
村
長
の

１９

議
会
招
集
挨
拶
で
「
時
代
に

適
応
し
た
的
確
な
行
政
運
営

を
図
る
た
め
、
平
成
　
年
６

１９

月
１
日
か
ら
副
村
長
を
設
置

し
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
り

議
決
に
至
っ
た
。
同
時
期
、

村
長
就
任
１
期
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
反
対
の
声
も
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
現
在
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
３
年
後
に
は
、

人
口
千
人
を
切
る
こ
と
も
現

実
味
を
お
び
、
今
後
、
人
口

規
模
に
見
合
っ
た
行
政
運
営

体
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
副
村
長
の
あ
り
方
を
含

め
た
組
織
運
営
を
検
討
し
て

は
い
か
が
か
。

村
長
 本
村
の
人
口
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
少
子
高
齢
化

は
全
国
・
全
道
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
進
行
し
て
お
り
、

村
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
お

け
る
人
口
推
計
で
は
、
平
成

　
年
に
は
１
０
０
３
人
と
の

３７予
測
が
さ
れ
て
い
る
。国
に
お

け
る
構
造
改
革
な
ど
に
よ
り

本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
の
中

で
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
職
員

間
の
連
携
・
協
力
が
よ
り
重

要
で
あ
る
。村
地
方
創
生
総

合
戦
略
は
も
と
よ
り
第
７
期

村
総
合
振
興
計
画
を
始
め
各

種
計
画
の
着
実
な
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
地
方
分
権
・
地
方
行
政

改
革
に
伴
う
事
務
事
業
の
複

雑
化
な
ど
重
要
な
課
題
が
山

積
す
る
中
、
市
町
村
運
営
・

政
策
立
案
体
制
の
強
化
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。加
え
て

昨
年
度
か
ら
導
入
し
た
人
事

評
価
制
度
に
よ
る
組
織
力
向

上
の
た
め
の
仕
事
の
評
価
と

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
適
切
に
行
う
評

価
者
と
し
て
副
村
長
及
び
管

理
職
の
役
割
は
よ
り
重
要
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
職
員

の
統
括
に
あ
た
る
副
村
長
の

配
置
に
よ
る
内
部
組
織
の
効

率
的
な
運
営
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
地
方
分
権
推
進
等

に
よ
り
基
礎
的
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
の
事
務
事
業
が
増

大
し
、
多
様
化
・
高
度
化
す

る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
行
政

改
革
や
組
織
運
営
体
制
等
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
状
況
に
応
じ
様
々
な
視

点
か
ら
柔
軟
に
検
討
し
た
い
。

一
問
一
答

議
員
 村
長
は
、
こ
れ
か
ら

減
少
す
る
人
口
を
、
何
人
を

想
定
し
、計
画
し
て
い
る
か
。

村
長
 地
方
創
生
総
合
戦
略

の
目
標
人
口
（
平
成
　
年
に

３７

１
０
０
３
人
を
予
測
）
が
基

本
的
な
考
え
方
に
な
る
。人

口
を
増
や
す
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
が
、
今
住
ん
で
い

る
方
々
に
少
し
で
も
安
心
し
て

こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
な
施
策
も
同
時
並
行
で
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員
 千
人
程
度
の
村
が
維

持
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
る
。

そ
れ
に
向
け
て
行
政
改
革
も

組
織
運
営
も
考
え
な
け
れ
ば

と
思
う
。
平
成
　
年
か
ら
平

１５

成
　
年
ま
で
副
村
長
を
置
か

１９
ず
行
政
運
営
し
た
時
期
が

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
の
割
り
振
り
を
し
て
運
営

し
て
い
た
か
聞
き
た
い
。

村
長
 副
村
長
を
置
く
、
置

か
な
い
こ
と
と
人
口
減
少
の

話
は
必
ず
し
も
同
じ
に
考
え

る
こ
と
は
少
し
無
理
が
あ
る

か
と
思
う
。
当
時
の
副
村
長

を
置
か
な
い
時
の
体
制
は
、

決
裁
シ
ス
テ
ム
、
事
務
の
仕

事
の
仕
組
み
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
中
で
苦
心

さ
れ
進
め
ら
れ
た
と
思
う
。

議
員
 大
変
な
こ
と
だ
と
思

う
が
、
一
定
期
間
頑
張
っ
て

こ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
行

政
改
革
の
中
で
組
織
運
営
と

し
て
考
え
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
。
人
口
千
人
の
組
織

の
あ
り
方
、
人
数
を
考
え
行

政
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
。

村
長
 基
礎
的
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
の
役
割
は
極
め
て

重
要
。自
治
体
体
制
を
整
え

る
中
で
副
村
長
の
役
割
は
大

き
く
必
要
で
あ
る
。た
だ
、
時

代
の
背
景
、
社
会
構
造
の
変

化
と
共
に
役
場
組
織
が
時
代

に
適
応
し
た
考
え
方
を
柔
軟

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

般

質

問

Ｑ　人口規模に見合った行政運営
のため副村長のあり方を含め
た検討を

Ａ　副村長の役割は極めて大きい

宮本　村長

三谷　博子　議員



　
　
臨
時
議
会

◆
第
１
回
臨
時
会

（
５
月
９
日
）

〇
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

→
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正
。

〇
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
補
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額１

億
７
４
６
万
円

・
契
約
相
手

初
山
別
・
道
北
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
　
初
山
別
土
建

　
　
　
　
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役

麻
里
　
隆
三

雨

議会だ よ り

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会会

と
　
き
　
平
成
　
年
７
月
４
日

２９

と
こ
ろ
　
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本
経

済
倆
地
域
経
済
へ
の
影
響

は
？
」

 慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

　
教
授
　
金
子
　
　
勝
 氏

「
日
本
政
治
の
昨
日
・
今
日
・

明
日
」

 日
本
放
送
協
会

 解
説
副
委
員
長

島
田
　
敏
男
 氏

補修工事を行う自然交流センター

講演に耳を傾ける村議会議員

　
道
内
の
町
村
議
会
議
員
等
約
１
５
０
０
名
が
参
加
し
た

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
村
議
員
全
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
講
演
で
は
２
名
の
講
師
か
ら
、
日
本
の
経
済
や
政
治
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
日
は
、
札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

地
震
、
暴
風
、
火
災
時
の
煙
か
ら
逃
げ
る
疑
似
体
験
や
津
波

の
映
像
な
ど
、
改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
防
災
対
策
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

札幌市民防災センターの概要

〇設置目的
　減災社会の実現を目指し、地震
や暴風をはじめとする各種災害の
疑似体験等を通じて災害から身を
守る日頃の備えの大切さを学ぶこ
とを目的とする施設。

〇施設概要
・災害バーチャル～３Ｄ映像の津
波・都市型水害・土砂災害

・地震～東日本大震災、阪神・淡
路大震災などの地震を装備。

・暴風～１０ｍ、２０ｍ、３０ｍの暴風
体験が可能

臨

時

議

会



卯

議会だ よ り
　
　
定
期
監
査
報
告

　
平
成
　
年
度
定
期
監
査
を

２９

６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の

２０

２７

う
ち
５
日
間
実
施
。

　
監
査
委
員
　
野
村
　
英
雄

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
平
成
　
年
度
分
に
係
る
財

２８

務
に
関
す
る
事
務
及
び
一
般

事
務
。

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並

び
に
関
係
書
類
の
閲
覧
及
び

担
当
者
か
ら
の
説
明
を
求
め

た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び

必
要
と
認
め
る
一
般
事
務
は

良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
執
行
も
適
正
と
認
め

る
。

副村長室にて講評

議　　会　　の　　う　　ご　　き

北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）

１３

５　　月

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）第１回臨時会（議長外議員全員）

９

第２回定例会（議長外議員全員）１５総務経済常任委員会（委員長外委員全員と議長）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）１９留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・羽幌町）１１

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２０村交通安全推進委員会総会（議長）

１２

７　　月村防犯協会総会（議長）

札幌初山別会「ふるさとの懇親の集い」（議長・札幌市）２初山別村消防団春季消防演習（議長外議員全員）１３

北海道町村議会議員研修会（議長外議員全員・札幌市）４・５留萌地域総合開発期成会総会（議長・増毛町）１５

留萌駐屯地創立記念式典（議長・留萌市）９例月出納検査（監査委員）１６

例月出納検査（監査委員）１０北留萌消防組合議会臨時会（土門議員・羽幌町）１７

留萌管内町村議会議員研修会打合せ会議（議長外議員多数）

１９

留萌管内町村等監査委員協議会総会（監査委員・天塩町）１９

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）６　　月

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監

査委員・８/１迄５日間）
２４

議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）

１

議会全員協議会（議長外議員全員）

寿スポーツ大会（議長外議員多数）２７保・小・中合同運動会（議長外議員多数）４

会
議
録
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議

会
の
議
決
の
状
況
や
審

議
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
会
議
録
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
緯
　
・
２
２
１
１

６７

■
議
会
だ
よ
り
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

　
　
　
９
月
で
す

定
期
監
査
報
告



　
本
年
に
入
り
、
全
道
で
オ
レ
オ
レ

詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
な
ど
の
特
殊

詐
欺
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

焔
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
特
徴

　
息
子
や
娘
な
ど
を
よ
そ
お
っ
て
、

「
電
車
で
カ
バ
ン
を
盗
ま
れ
た
」「
株

で
会
社
の
金
に
手
を
付
け
た
」「
女
性

を
妊
娠
さ
せ
示
談
金
が
必
要
」
な
ど

と
言
っ
て
現
金
を
要
求
す
る
。

　
最
近
で
は
、
犯
人
が
弁
護
士
や
警

察
官
を
語
り
、
現
金
の
受
け
渡
し
場

所
を
指
定
し
直
接
受
け
取
る
「
手
渡

し
型
」
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

焔
架
空
請
求
詐
欺
の
特
徴

　
利
用
者
の
不
安
を
あ
お
る
た
め
、

「
有
料
動
画
視
聴
料
の
未
納
料
金
が

あ
る
」「
有
料
サ
イ
ト
の
退
会
手
続
き

が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
延
滞
金
が
発

生
し
て
い
る
」「
○
日
ま
で
に
連
絡
が

な
い
と
法
的
手
続
き
に
移
行
す
る
」

等
と
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
メ
ー

ル
に
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
や
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
連
絡
す
る
と
、「
電

子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
、
カ
ー
ド
に
書

い
て
あ
る
番
号
を
教
え
ろ
」
と
指
示

す
る
。

　
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
大
手
通
信
販

売
企
業
を
よ
そ
お
っ
た
も
の
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
お
金
や
電
子
マ
ネ
ー
を
要
求

さ
れ
た
ら
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０

６２

　
村
で
は
、
登
録
さ
れ
た
「
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
へ
情
報
配

信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
以
前
登

録
し
た
の
に
自
分
だ
け
メ
ー
ル
が
届

か
な
い
」
と
い
う
方
は
、
以
下
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
一
度
、
ご

確
認
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
申
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電

話
会
社
を
変
え
た

☆
解
決
方
法

　
役
場
企
画
振
興
係
ま
で
、
お
名

前
と
変
更
後
の
ア
ド
レ
ス
を
お
伝

え
下
さ
い
。

②
迷
惑
メ
ー
ル
の
設
定
を
し
て
い
る

☆
解
決
方
法

　「
宛
先
指
定
受
信
ア
ド
レ
ス
」
に

jm
a
-in
fo
@
n
jw
a
.j

  
 
   
  
 
 
  
 
  

p

 
を

追

加

し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
な
い
方

の
新
規
登
録
も
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。（
配
信
内
容
：
通
行
止

め
情
報
・
詐
欺
の
注
意
喚
起
・
診
療

所
の
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ
・
ク
マ

出
没
情
報
・
そ
の
他
メ
ー
ル
配
信
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
な
ど
）

　
ご
希
望
の
方
は
、
い
ず
れ
か
の
方

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

方
法
①

　
広
報
誌
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
る
ア
ド
レ
ス
に

お
名
前
を
添
え
て
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
。

方
法
②

　
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
た
メ
モ
な
ど

を
企
画
振
興
係
ま
で
持
参
す
る
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
役
場
企
画
振
興

係
（
電
話
　
倆
２
２
１
１
）
ま
で
ご

６７

相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
納
付
猶
予
制
度
（
　
歳
未
満
）」が

５０

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
し
て
い

る
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
　
平
成
　
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

２９

平
成
　
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

２９

平
成
　
年
７
月
分
か
ら
平
成
　
年
６

２９

３０

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審

査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た

日
か
ら
２
年
１
ヶ
月
前
ま
で
に
な
り

ま
す
。

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
等
は
、

一
度
、
留
萌
年
金
事
務
所
（
電
話
０

１
６
４
倆
　
倆
７
２
１
２
）
又
は
役

４３

場
住
民
課
年
金
担
当
（
電
話
　
倆
２

６７

２
１
１
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老

お
知
ら

お
知
ら
せせ

鵜

特
殊
詐
欺
に
注
意
　！！

～
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
架
空
請
求
詐
欺
が
多
発
中
～

届
い
て
い
ま
す
か
？

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ



齢
基
礎
年
金
（
　
歳
か
ら
受
け
ら
れ

６５

る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
こ
れ
ら

の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、　１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

を
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納

付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

点
に
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分

で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き

ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
、
ま
た
は

ご
相
談
に
つ

い
て
は
留
萌

年
金
事
務
所

ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

窺

　村では本年度、村内の観光資源の発掘と紹介をしていくことで、本村に訪れる人々

との交流推進を図り、新たな地域資源の発掘をしていくため「しょさんべつ村まるご

と探訪事業」を実施していくこととなりました。

　村内の観光スポットなどを来訪者に案内する協力者を随時募集しております。

「しょさんべつ村まるごと探訪事業スタート」

■しょさんべつ村まるごと探訪事業の概要 ■

①来訪者と住民の交流する機会づくり・住民による新たな観光資源発掘

　協力者には、村から配付する「のぼり旗」を自宅前に掲揚していただき、来訪者の

要望があった際には、村内の観光案内をしていただきます。また、村の新たな観光資

源の発掘の協力をお願いします（特別な報酬などはありません）。

②のぼり旗の目印により場所がわかりやすくなる、来店しやすくなる

　主要な観光スポットや飲食店等へ「のぼり旗」を掲揚していただくことにより来訪

者への目印化を図ります。

③村を通過するドライバーへココが初山別村であることを強くアピール

　国道街灯へ「歓迎バナー」を掲出することによりドライバーへココが初山別村であ

ることを強くアピールします。

④ＬＩＮＥスタンプにより遠方の友人や知人への初山別村イメージアップ

　現在制作中の「しょさまるＬＩＮＥスタンプ」を使用していただくことにより村の地

名度アップを図ります。

ＬＩＮＥスタンプ街灯バナーのぼり旗

　※本事業は宝くじ
の助成金で実施して
おります。
【経済課水産商工係】



丑

　旭川市の雷日数（平年値）を見てみると、８月が１．９日、

９月が２．１日の発生で、夏から秋にかけて多くなっています。

　雷雲接近の前兆として、

　　　噛雷鳴、雷光が近づいている

　　　噛真っ暗な雲が近づいてくる

　　　噛冷たい風が急に吹く

　　などがあります。

　雷から身を守るためによく「時計、めがねなどの金属類をはずす」

と思われている方も多いですが、これはあまり効果がありません。

その理由は、人間の体の大部分が水分であり、雷は水に流れやすいためです。

　雷から身を守るためのポイントを紹介しますので、参考にしてください。

煙遠くの雷も短時間で頭の上にくることがあります。ピカッ・ゴロと感じたら屋外から室内、
車内に避難してください。（車内は表面を電流が流れるため安全です。また、屋内でも木

造家屋では柱に寄りかかっていたら危険です。）。

煙避雷針のない建物に落雷すると建物の表面を電流が流れますので、軒先の雨宿りは危険です。

煙大きな木、高い鉄塔等は落雷を受けやすく、２ｍ程度の距離まで二次的な落雷（側雷）が
起きます。４ｍ以上離れてください。

煙とがったものは危険（電流を流しやすい）です。傘、釣竿あるいはゴルフクラブ等は手放
すか、頭の位置より低くしてください。

煙室内では、電力・通信線から電流が進入する可能性がありますので、電気器具やパソコン
等はコンセントから抜いたほうが安心です。

煙逃げ場がないときは、姿勢を低く（足を閉じてうずくまる姿勢）して雷雲が去るのを待っ
てください。

　問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　　　　　　　旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

気
象
台
ひ
と
口
メ
モ
　
雷
に
注
意

輝きつづける北海道

「北海道総合計画」について
［ ２０１６（平成２８）年度～２０２５（平成３７）年度 ］

　「北海道総合計画」は、すべての道民の皆様が、今後のめざす姿と進むべき道筋を共

有し、その実現に向けて、お互いに連携を深め、力を合わせて取り組んでいくための指

針として、平成２８年３月に道が策定しました。

　この計画に沿って、人口減少問題や本道の 強  靭 化などにしっかり対応し、北海道の多
きょう じん

様な価値と強みを活かした取組を進めていきますので、皆様の一層のご理解とご協力を

お願いします。

■ 北海道では、道民の皆様に総合計画をご理解いただくため、団体・企業や学校、

市町村等を対象に出前講座を実施しています。「北海道総合計画」及び出前講座

の詳細は、下記のホームページをご覧いただくか、北海道総合政策部政策局計画

推進課にお問い合わせください。

　〈「北海道総合計画」ホームページ〉

　　 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/hokkaido_sogokeikaku.htm

　〈お問い合わせ先〉北海道総合政策部政策局計画推進課（電話：０１１－２０４－５６３０）



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ ！

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

総合診療医による診療となります。
噛外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみの受付
となります。
　定期受診や関節注射は午後となります。
噛内科と外科･整形外科を同日受診希望の方は同日の内科の午
後外来を予約できます。
噛骨粗鬆症･痛風･甲状腺・おなかの術後の患者様は内科外来で
の診療となります。

噛整形専門外来は予約優先となります。

＊予約制で、人間ドックは水･金曜日、特定健診は月～金曜日実施しています。
＊巡回診療を、上築中央集会所で第１火曜日（５日）、中央老人寿の家第１木曜
日（７日）、苫前町九重コミュニティセンターで第３火曜日（１９日）、小川研修セ
ンターは第３木曜日（２１日）に実施します。詳細についてはお問い合わせ下さい。

羽幌町栄町１１０番地（電話 ０１６４－６２－６０６０）

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成２９年９月外来診療体制

８：００～１１：００

（消）は消化器　佐々尾医師〇
（消）

〇〇〇
内科第１診察室予約

優先

午
　
　
前

（呼）は呼吸器　重原医師
（毎週金曜日）

〇
（呼）

（第４水曜日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
（循）は循環器　留萌市立病院
 高橋医師（第４水曜日 ２７日）

〇
（循）

予約制

８：００～１１：００札幌医大　木村教授（２８日）〇〇〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
引野医師（４日・１９日）〇

整形専門外来予約制
留萌市立病院（７日・２８日）〇

１３：３０～１５：００
〇〇〇内科（総合診療医）予約外

午
　
　
後

診療日（５日・１１日・１４日・２１日・２５日）〇〇〇外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
渡部医師（１２日・２６日）〇

整形専門外来予約制
留萌市立病院（７日・２８日）〇

８：００～１１：００旭川医大井上講師（４日・２５日予定）〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

完全予約制旭川医大医師（５日・６日・１２日・１９日・２０日・２６日）〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（６日・２０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）予約制

８：００～１１：００札幌医大医師（４日・１１日・２５日）〇皮膚科（毎週月曜日）

完全予約制札幌医大医師月１回（紹介患者のみ）精神科

碓

ひ と の う ご き

～平成２９年７月末～

人口と世帯数

人口 １,２１６人 （△１人）

 男 ５９５人

 女 ６２１人

 世帯数 　５６５世帯 （△１世帯）
（　） は前月比



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（８／１０～９／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（８月号）１０木

８

月

１１金

１２土

１３日

１４月

戦没者追悼式１５火

１６水

１７木

粗大ごみ１８金

１９土

２０日

２１月

２２火

ほしっこくらぶ会場開放日２３水

予防接種２４木

広報配布（お知らせ版）
破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）

２５金

２６土

２７日

２８月

２９火

３０水

３１木

１金

９

月

２土

３日

４月

乳幼児歯科検診５火

ほしっこくらぶ６水

予防接種７木

８金

９土

１０日

１１月

広報しょさんべつ配布（９月号）１２火

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

Ｋの潜入記⑰～Ｋとキュウリとカッパ～

　皆さまこんにちは。広報担当者のＫです。今更

ですが、「Ｋ」は昔のニックネーム「キュウリ」

の頭文字でもあります。

　寒かった６月から一変、７月は蒸し暑くなりま

したが、皆さまお元気ですか？気温的には、まさ

にキュウリの生育には良い感じの天気ではないで

しょうか。

　さて、行事という行事で雨に見舞われた７月。

２～３ページの「７月のあんなことこんなこと」

は、（Ｋが担当した中では）かつてないほど「雨」

の記述が多くなっております。やっぱりＫは雨女

なのでしょうか…。雨の日の行事に参加した方々

が風邪を引いていないことを祈っておきます。

　また、調べたところ、キュウリは湿気には弱い

そうです。９０％が水分にもかかわらず、湿気に弱

いそうです。キュウリを栽培している農家さんは、

大変な月だったかもしれません。

いっそ「カッパ（合羽・河童）」のＫでも良いのかも。

ご厚志ありがとうございます

樋口ステンレス工業株式会社 様

　「食のブランド

化等特産品開発に

関する事業」へ、

多額の寄附金をい

ただきました。

（７月６日）

夏の交通安全運動《村民総監視》
　初山別駐在所前の国道沿いに、交通安全推

進委員会の方々が一列に並び、道行くドライ

バーに安全運転を呼びかけました。

　春の村民総監

視と同様に、今回

もしょさまるが登

場。交通安全啓発

に一役買ってい

ました。

（７月１４日）

（一社）留萌地方法人会初山別支部 様

　ＡＥＤ（体外

微細動機器）を

いただきました。

ＡＥＤは繋小屋

に配置します。

（７月７日）


